
当資料は、日興アセットマネジメントが情報提供を目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるもので
はありません。なお、掲載されている見解および図表等は当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。投資信託は、値動きのある
資産（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。投資信託の申込み・保有・
換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

2020年 21年
世界 ▲ 3.0% 6.0% 3.2% 0.0 2.7% -0.2 
先進国 ▲ 4.4% 5.2% 2.4% -0.1 1.1% -0.3 
 米国 ▲ 3.4% 5.7% 1.6% -0.7 1.0% 0.0
 ユーロ圏 ▲ 6.1% 5.2% 3.1% 0.5 0.5% -0.7 
　　ドイツ ▲ 3.7% 2.6% 1.5% 0.3 ▲ 0.3% -1.1 
 日本 ▲ 4.6% 1.7% 1.7% 0.0 1.6% -0.1 
 英国 ▲ 9.3% 7.4% 3.6% 0.4 0.3% -0.2 
新興国 ▲ 1.9% 6.6% 3.7% 0.1 3.7% -0.2 
 アジア ▲ 0.6% 7.2% 4.4% -0.2 4.9% -0.1 
　　中国 2.2% 8.1% 3.2% -0.1 4.4% -0.2 
　　インド* ▲ 6.6% 8.7% 6.8% -0.6 6.1% 0.0
　ASEAN5ヵ国** ▲ 3.4% 3.4% 5.3% 0.0 4.9% -0.2 
 中・東欧 ▲ 1.7% 6.8% 0.0% 1.4 0.6% -0.3 
　　ロシア ▲ 2.7% 4.7% ▲ 3.4% 2.6 ▲ 2.3% 1.2
 中南米ほか ▲ 7.0% 6.9% 3.5% 0.5 1.7% -0.3 
　　ブラジル ▲ 3.9% 4.6% 2.8% 1.1 1.0% -0.1 
　　メキシコ ▲ 8.1% 4.8% 2.1% -0.3 1.2% 0.0
 中東･中央アジア ▲ 2.7% 4.5% 5.0% 0.2 3.6% 0.1
 サハラ以南のアフリカ ▲ 1.6% 4.7% 3.6% -0.2 3.7% -0.3 
　　南アフリカ ▲ 6.3% 4.9% 2.1% -0.2 1.1% -0.3 
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●上記は過去のものおよび予測であり、将来を約束するものではありません。

（1990年～2023年予測）

ＩＭＦの世界経済見通し（実質GDP成長率） 世界の実質GDP成長率の推移

＜白背景部分は2022年7月時点の予測との比較（%ポイント）＞

(出所：IMF「World Economic Outlook, October 2022」)

*年度ベース（上記各年の4月から翌年3月まで）
**インドネシア、マレーシア、フィリピン、タイ、ベトナム

2023年の世界経済の成長率見通しは2.7%に下方修正
～世界金融危機やコロナ禍でのマイナス成長時を除くと、2001年以来の低い伸び～

1月、4月、7月に続き、4回連続の下方修正

IMF（国際通貨基金）は、10月11日に最新の世
界経済見通しを発表し、2023年のGDP成長率を
前回7月の予測から▲0.2ポイントの2.7%に下方
修正しました。これは、世界金融危機やコロナ禍で
マイナス成長となった、それぞれ、2009年、2020
年を除くと、2001年以来の低い伸びです。

今後、世界の3分の1が景気後退に

2022年については、米国の見通しが大きな下方
修正となったものの、ユーロ圏や新興国全体では
上方修正となり、世界全体の見通しは3.2%と、修
正はありませんでした。

ただし、ロシアのウクライナ侵攻や、エネルギー・
食品の価格高騰、インフレの昂進、金利上昇など
の複合的要因により、欧米や中国という世界経済
のけん引役が失速し、世界の3分の1の国が今後、
景気後退期入りを示唆する2四半期連続のマイナ
ス成長に陥ると、IMFは見込んでいます。

2023年については、金利上昇に起因する米経
済の減速、天然ガスの価格高騰による欧州経済
への打撃、新型コロナウイルス対策のロックダウン
（都市封鎖）や不動産セクターの低迷に伴なう中
国経済の低迷で見通しが下方修正となりました。

米国の見通しは1.0%で変わりなかったものの、
ユーロ圏は0.7ポイントの下方修正で0.5%となりま
した。また、厳格なゼロコロナ政策を掲げる中国の
場合、2022年の成長率が3.2%と、コロナ禍のピー
クだった2020年を除くと、過去40年で最も低い見
通しながら、2023年も4.4%と、加速は限定的とみ
られています。

また、世界のインフレ率について、IMFは、2022
年の8.8%でピークをつけるものの、当初予想より
長い間、高止まりするとして、2023年は6.5%、そし
て、2024年は4.1%と想定しています。

リスク・シナリオでは2023年に2%割れも

IMFは、リスク要因として、金融・財政政策の誤り、
米ドル高とその悪影響、燃料価格の急騰などに伴
なうインフレの長期化、中国での不動産投資の急
減などを挙げています。そして、2023年の世界の
成長率が2%を下回る確率を25%、マイナス成長
に陥る可能性を10%超としています。

今後、果たして世界経済がIMFの基本見通し寄
りの方向に進むのか、それとも、リスク・シナリオ寄り
となるのか、コロナ禍やウクライナ紛争の行方、世
界的なインフレとそれに伴なう利上げの動きなどが
引き続き注目されます。
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(IMFのデータをもとに日興アセットマネジメントが作成)
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